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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
は

面
白
い
!!

　
（
団
体
・
シ
ニ
ア
・
障
害
者
割
引
有
り
）

●
各
種
バ
ラ
の
展
示
や
品
評
会
が
行
わ
れ
、

　

苗
木
や
肥
料
な
ど
も
販
売
さ
れ
る
。

　

 

愛
媛
県
農
産
園
芸
課

　
（
０
８
９
）９
１
２
・
２
５
７
０

『
坂
の
上
の
雲
』の
ま
ち 

ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
館

▼
日
時:

平
成
22
年
３
月
７
日（
日
）

　

か
ら
平
成
24
年
１
月
ま
で

▼
場
所:

松
山
城
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
舎

「
伊
予
の
国 

え
ひ
め
の
逸
品
」

物
産
館

▼
日
時:

平
成
22
年
３
月
７
日（
日
）か
ら

　

平
成
24
年
１
月
ま
で

▼
場
所:

松
山
市
大
街
道
三
丁
目
６―

１　

　

岡
崎
産
業
ビ
ル

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

土
曜
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時:

毎
月
第
３
土
曜
日 

11
時
～
と
14
時
～

『
坂
の
上
の
雲
』リ
レ
ー
朗
読
会
と 

「
さ
い
ね
や
ほ
う
け
」

▼
日
時:

毎
月
第
４
日
曜
日 

13
時
～

お
伽
座
の
語
り

▼
日
時:

毎
月
第
１
土
曜
日 

14
時
～

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
毎
月
第
４
日
曜
日 

11
時
か
ら

松
山
春
ま
つ
り（
お
城
ま
つ
り
）

▼
日
時:

４
月
２
日（
金
）
～
４
日（
日
）

▼
場
所:

松
山
城
・
堀
之
内
・
大
街
道
商
店
街
・
千
舟
町

●
大
名
武
者
行
列
や
野
球
拳
全
国
大
会
な
ど
が

　

松
山
市
の
中
心
地
で
開
催
さ
れ
る
。

　

 

松
山
市
観
光
産
業
振
興
課

　
（
０
８
９
）９
４
８
・
６
５
５
６

第
56
回
萬
翠
荘
バ
ラ
展

▼
日
時:

５
月
11
日（
火
）
～
16
日（
日
） 

　

10
時
～
17
時

　
（
た
だ
し
最
終
日
は
早
め
に
閉
館
し
ま
す
）

▼
場
所:

松
山
市
一
番
町
萬
翠
荘

▼
入
場
料:

大
人
２
０
０
円　

小
人
１
０
０
円
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松
山
の
学
生
が
つ
く
る 

ま
ち
づ
く
り
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

　

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
３

月
２
日
か
ら
明
治
の
言
論
界
を
代
表
す
る

新
聞
『
日
本
』
に
関
わ
り
を
持
つ
人
々
に

焦
点
を
あ
て
た
年
間
企
画
展
「
新
聞
『
日

本
』
と
子
規
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。　

　

同
企
画
展
は
、
新
聞
『
日
本
』
で
子
規

が
勤
務
し
て
い
る
様
子
を
実
物
大
で
紹
介

す
る
編
集
室
再
現
ジ
オ
ラ
マ
や
子
規
が

使
っ
た
実
物
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
な
ど

が
あ
り
、
当
時
の
報
道
の
臨
場
感
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
日
露
戦
争
開
戦

期
に
国
内
外
で
報
道
さ
れ
た
新
聞
記
事
の

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
る
。

　

近
代
国
家
を
目
指
し
新
し
い
国
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
っ
た
明
治
時
代
の
日
本
に

と
っ
て
、
日
露
戦
争
は
ま
さ
に
国
の
存
亡

が
か
か
っ
た
大
き
な
出
来
事
。
今
回
の
展

示
を
通
じ
、
当
時
の
『
世
界
の
中
の
日

本
』
や
、
そ
の
中
で
子
規
や
秋
山
兄
弟
を

は
じ
め
明
治
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生

き
た
か
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
松
原
正
毅
館
長
は
、

「
同
企
画
展
を
皮
切
り
に
毎
年
展
示
テ
ー

マ
を
新
し
く
し
な
が
ら
日
露
戦
争
を
明
治

時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
と

ら
え
る
『
日
露
戦
争
と
明
治
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
』
を
、
数
回
に
わ
た
り
シ
リ
ー
ズ

化
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

「新聞『日本』と子規」のポスター

記
者
、子
規
が
働
い
た
職
場
を
再
現

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

一
年
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
魚
や
貝
が
獲
れ
る

松
山
沖
の
忽く

つ

な那
諸
島「
睦
月
島
」で
、
旬
の
も
の
を
旬

の
と
き
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
、
地
元
で
漁
師
を

し
て
い
る
田
中
治
さ
ん
（
53
歳
）
と
料
理
人
で
あ
り

な
が
ら
漁
師
が
し
た
い
と
睦
月
に
移
住
し
て
き
た

中
尾
憲
次
さ
ん（
58
歳
）ら
が
、
島
で
唯
一
の
食
堂『
海

遊
亭
』を
昨
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
、好
評
だ
。

 

「
島
周
辺
で
は
春
に
は
タ
イ
、
夏
に
は
岩
ガ
キ
、
ア

ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど
の
貝
、
赤
ウ
ニ
や
馬
糞
ウ
ニ
、
お

こ
ぜ
、
秋
に
は
平
目
、
サ
ヨ
リ
、
イ
カ
、
冬
に
は
脂
の

の
っ
た
ハ
ギ
や
ア
ジ
、
エ
イ
な
ど
が
獲
れ
る
。旬
の
味

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
田
中
さ
ん
。「
釣
っ
て
す

ぐ
、
絞
め
て
か
ら
、
少
し
生
簀
で
泳
が
し
て
か
ら
な

ど
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
食
べ
る
と
お
い
し
の
か
、
漁

師
な
ら
で
は
の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
て
い
る
ん

で
す
よ
」
と
中
尾
さ
ん
は
に
っ
こ
り
。春
は
身
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
食
べ

応
え
が
あ
る
ハ
ギ
の

刺
身
、脂
が
の
っ
て
ぷ

り
ぷ
り
の
ア
ジ
の
刺

身
な
ど
が
旬
。

　

高
知
県
を
代
表
す

る
港
町
、
中
土
佐
久

礼
出
身
の
記
者
（
池

田
）も
、
瀬
戸
内
海
の

魚
の
う
ま
さ
に
び
っ

く
り
だ
っ
た
。要
予
約
。

松
山
市
の
主
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
市
民
有
志
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ガ
イ
ド
を
行
い
、
松
山
観
光
の
顔
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
聞
く
地
元
の
逸
話
は
、
不
思
議
に

懐
か
し
く
心
に
響
く
。
観
光
客
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
地
元
だ
か

ら
こ
そ
意
外
に
知
ら
な
い
発
見
も
あ
り
、
目
か
ら
う
ろ
こ
だ
。

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

し
ま
は
く
レ
ポ
ー
ト

観光客必見!!

島
唯
一
の
食
堂
オ
ー
プ
ン

一草庵
放浪の俳人・種田山頭火が最晩年を過ご
した庵を再建したもの。ここで“おちつい
て 死ねそうな 草枯るる”の名句を詠んだ。

① NPO法人 まつやま山頭火倶楽部
／② 9:00 ～ 17:00の土・日・祝日 （季
節によって変動あり）／③ 土・日・祝
は庵の中で、お茶を飲みながら山頭火
について詳しい話を聞くことができ
る。

松山城
戦国武将の加藤嘉明が、1602年に25年
の歳月をかけて築いた名城。国指定重要
文化財。

①（財）松山観光コンベンション協会
／② 9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00 

（年中無休（12/29 ～ 1/4を除く））／
③ 各人の個性を生かして、工夫された
ガイドと共に松山城を巡ることがで
きる。

道後温泉
明治27年に完成し、正岡子規や夏目漱石
も訪れた国指定重要文化財。ミシュラング
リーンガイドでも最高評価の三ツ星を獲得。

①（財）松山観光コンベンション協会
／② 9:30 ～ 12:00・15:30 ～ 17:00 

（午後からは4月～ 9月中の土・日・祝
日のみ）／③ 観光時間や興味・関心に
合わせて、ガイドする場所を組み換え
て案内してもらえる。

庚申庵
小林一茶とも親交のあった江戸時代の俳
人・栗田樗堂が建てた庵。藤の名所として
も知られる。

① NPO 法 人 Green Culture in 
Matsuyama 庚 申 庵 倶 楽 部 ／ ② 
10:00 ～ 18:00（休園日：水曜日（祝
日の場合は翌平日）・年末年始（12/28 
～ 1/4））／③ 樗堂のことや昔から守
られてきた庚申庵について、お茶を飲
みながら話しを聞くことができる。

秋山兄弟生誕地
『坂の上の雲』の主人公、秋山好古・眞之兄弟
の生まれ育った家を再現した建物。桜の名所
としても知られ、好古と眞之の像や資料もある。

① （財）常盤同郷会／② 10:00 ～
17:00（入館は16:30まで）（休園日：
月曜日（祝日の場合は翌火曜日）・年末
年始（12/28 ～ 1/3））／③ 上映され
ているビデオを鑑賞した後、ガイドさ
んによる秋山兄弟のお話や裏庭の案
内をしてもらえる。

湯築城跡
1336年ごろ、伊予国（現在の愛媛県）の
守護であった河野氏が本拠地としていた
城の跡。国史跡指定を受けている。

① 特になし／② 9:00 ～ 17:00（休
館日：月曜日（祝日の場合は翌日）・年
末年始（12/29 ～ 1/3））／③ 観光時
間や関心の度合いに合わせて、湯築城
と松山城との関係や歴史について城
跡を歩きながらガイドしてもらえる。

太田 和博さん（左）、
黒田 義清さん（右） 永易 敬さん

渡部 佳子さん 豊浦 房恵さん

船橋 実一さん

56
11

196

子規堂

坂の上の雲
ミュージアム

道後温泉
一草庵

ロープウェー街

平和通り

松山城

庚申庵Ｊ
Ｒ
松
山
駅

松山市駅

秋山兄弟生誕地

湯築城跡

護国神社

桐木 正勝さん（右）、
川野 裕さん

海
遊
亭
を
営
む

田
中
さ
ん（
左
）と

中
尾
さ
ん

訪れてくれた人
との出会いが財
産です。城の構造
や、造った人たち
の知恵にふれて
ください。

季節によって見ど
ころが変わるの
で、ちょっとした
下調べをしてお
くとさらに観光
が楽しめますよ。

庚申庵ならでは
の四季折々の風
情を楽しんでく
ださい。
イベントにも、ぜ
ひお越しくださ
い。

秋山兄弟が当時もっ
ていた志は、今の時
代にも通じるものが
あると思います。若
い方にもぜひ知って
いただきたいです。

昔があってこそ
今があります。当
時の様子を思い
描きながら、一緒
に城跡をめぐり
ましょう。

山頭火が終の住
処として選んだ
一草庵で、ぜひ
一緒にお話しま
しょう。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
聞
い
た
こ
と

①
所
属
す
る
組
織 

②
案
内
時
間 

③
案
内
内
容

（
０
９
０
）８
６
９
５
・
８
７
５
４

獲
れ
た
て
の

う
ま
い
魚
、

食
わ
せ
る
よ
♥
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１
０
０
組
余
り
の
観
光
客
に
専
用

携
帯
端
末
を
無
料
で
貸
し
出
し
、道

後
エ
リ
ア
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、飲
食
店
や

土
産
店
な
ど
の
最
新
情
報
を
提
供

し
た
も
の
だ
。

　

記
者
も
実
際
に
体
験
し
て
み

た
。店
舗
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
や

ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
地
元
の
人
に
も

役
立
つ
情
報
が
満
載
で
、と
て
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
観
光
客

か
ら
は
、「
道
案
内
が
写
真
入
り
で

分
か
り
や
す
く
、ど
の
世
代
に
も
使

い
や
す
い
」と
高
評
価
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

現
在
は
実
験
を
も
と
に
実
用
化

を
検
討
中
と
の
こ
と
。サ
ー
ビ
ス
が

　

道
後
温
泉
か
ら
石
手
寺
方
面
に

車
で
10
分
。国
道
３
１
７
号
と
の
交

差
点
に
い
か
に
も
怪
し
い
お
店
が

あ
る
。店
の
名
は
葉は
ぼ
た
ん

牡
丹
。恐
る
恐

る
店
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、と
て
も

愛
想
の
良
い
女
将
さ
ん
が
迎
え
て

く
れ
た
。

　

女
将
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、42
年

前
に
夫
婦
で
屋
台
を
始
め
、13
年
前

に
現
在
の
場
所
に
構
え
た
と
い
う
。

メ
ニ
ュ
ー
は
創
業
当
時
か
ら
変
わ

ら
な
い
33
種
類
の
お
で
ん
と
中
華

そ
ば
、
た
こ
や
き
な
ど
。具
材
へ
の

こ
だ
わ
り
を
怠
ら
な
い
。

　

味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、店
の
一

番
の
お
す
す
め
は
、「
大
将
の
人
柄
」

と
常
連
客
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

「
人
と
の
繋
が
り
を
楽
し
み
に
来
て

く
れ
る
よ
う
対
話
を
大
事
に
し
て

い
る
」と
話
す
大
将
は
、「
こ
れ
か
ら

社
会
で
生
き
て
い
く
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
た
ち
の
行
く
末
の
た
め
に
」と
、

あ
え
て
厳
し
く
礼
儀
を
し
つ
け
て

い
る
。

　

現
在
同
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
愛
媛
大
学
の
田
中
翔
太
さ

編
集
長
〝
か
な
こ
〟
が
行
く
〈
第
２
話
〉

　

経
済
産
業
省
か
ら
委
託
を
受
け

た
株
式
会
社
エ
ス
・
ピ
ー
・
シ
ー
は

松
山
観
光
情
報 

ｅ
空
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は「
老
後
に
備
え
て
」37
・
３
％
、３

位「
結
婚
資
金
」31
・
３
％
。娯
楽
に

お
金
を
か
け
る
一
方
で
、将
来
の
現

実
的
な
計
画
の
た
め
に
貯
蓄
を
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

景
気
が
底
を
つ
き
、回
復
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
と
い
わ
れ
る
昨
今

だ
が
、
愛
媛
の
Ｏ
Ｌ
た
ち
は
、
た
だ

単
に
財
布
の
紐
を
き
つ
く
す
る
の

で
は
な
く
、使
い
ど
こ
ろ
を
心
得
て

い
る
よ
う
だ
。Ｏ
Ｌ
た
ち
が
い
き
い

き
と
働
け
る
の
は
、楽
し
み
や
希
望

が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。（
西
本
友
香
）

松山市の中央商店街「大街道」に筆と半紙を持ち込み、
通り過ぎる老若男女に片っ端から、一筆啓上つかまつりました。

あなたの野望は
何ですか？

アンケート

デ
ー
タ
で
見
る
松
山
若
者
気
質
Ⅷ

松山の中心で野望を叫ぶ

ん（
20
）は「
葉
牡
丹
で
働
い
て
い
た

先
輩
た
ち
が
と
て
も
輝
い
て
い
る

の
を
見
て
、
憧
れ
て
入
っ
た
」と
話

す
。店
頭
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
ド
ア
の
壁

画
は
愛
媛
大
学
の
学
生
の
手
作
り
。

学
生
と
の
心
の
絆
が
息
づ
い
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。　
（
近
藤
可
奈
子
）

〈
葉
牡
丹
〉

愛
媛
県
松
山
市
東
野
２
・
９
・
21

（
☎
０
８
９
・
９
７
７
・
１
０
６
６
）
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不
景
気
な
ご
時
世
、誰
も
が
財
布
の
紐
を
き
つ
く
し
て
し
ま
い
が
ち
。

職
場
の
花
＊
Ｏ
Ｌ
た
ち
の
お
財
布
事
情
か
ら
夢
と
現
実
を
の
ぞ
い
て
み
た
♪

　

愛
媛
銀
行
ひ
め
ぎ
ん
情
報
セ

ン
タ
ー
が
昨
年
10
月
、
愛
媛
県

内
に
勤
務
す
る
Ｏ
Ｌ
１
２
０
０

人
を
対
象
に
行
っ
た
「
Ｏ
Ｌ
の
マ

ネ
ー
感
覚
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る

と
、
愛
媛
の
Ｏ
Ｌ
の
平
均
年
収
は

前
年
よ
り
３
万
６
０
０
０
円
減

へ
入
り
、日
露
戦
争
後
に
陸
軍
大
将

ま
で
上
り
詰
め
た
が
、最
晩
年
は
松

山
に
帰
郷
し
、
北
予
中
学
校（
現
松

山
北
高
校
）の
校
長
と
し
て
青
少
年

教
育
に
身
を
捧
げ
た
。

　

12
月
23
日
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
ラ

イ
ブ
～
秋
山
好
古
さ
ん
に
迫
る
～
」

 

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
12

月
23
日
と
１
月
10
日
に『
坂
の
上
の

雲
』の
主
人
公
の
一
人
秋
山
好
古
を

テ
ー
マ
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

た
。秋
山
好
古
は
、
江
戸
時
代
の
末

期
の
１
８
５
９
年
に
松
山
城
下（
現

歩
行
町
）に
生
ま
れ
、
タ
ダ
で
学
問

を
す
る
た
め
に
教
員
を
経
て
陸
軍

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブと

題
し
、
東
温
市
の
常
設
劇
場「
坊

ち
ゃ
ん
劇
場
」
で
公
演
中
（
平
成
21

年
４
月
３
日
～
翌
年
３
月
14
日
）の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
鶴
姫
伝
説
」
に
主

人
公
「
鶴
姫
」
役
で
出
演
す
る
確
井

涼
子
さ
ん
と
兄
、越
智
安
房
役
で
出

演
す
る
柳
原
悠
二
郎
さ
ん
が『
坂
の

上
の
雲
』を
朗
読
し
、
左
手
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
智
内
威
雄
さ
ん
が
独
奏
す

る
と
い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

同
小
説
が
描
く
世
界
を
表
現
し
た
。

智
内
さ
ん
は「
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

は
近
代
戦
争
で
腕
に
障
害
を
持
っ

た
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
が
始
め
た
」と

解
説
し
、好
古
が
生
き
た
時
代
に
西

洋
の
音
楽
家
が
日
本
文
化
の
影
響

を
受
け
て
作
曲
し
た
も
の
を
中
心

物
知
り
案
内
人
、道
後
に
参
上
！

『
坂
の
上
の
雲
』♪
に
う
っ
と
り
♥

怪
し
い
店
頭
は
学
生
手
作
り

の
２
３
３
万
２
０
０
０
円
。月
々

の
平
均
小
遣
い
は
前
年
同
の

３
万
９
０
０
０
円
だ
っ
た
と
い
う
。

　

小
遣
い
は
月
々
の
ア
ル
バ
イ
ト

代
を
自
由
に
使
え
る
女
子
学
生
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
金
額
だ
。女
子

学
生
と
の
違
い
は
、節
約
意
識
で
あ

る
。「
現
在
節
約
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
か
？
」に
対
し
、「
あ
る
」と
答

え
た
Ｏ
Ｌ
は
66
・
３
％
と
半
数
以

上
。と
く
に
既
婚
者
の
Ｏ
Ｌ
は
、79
・

９
％
を
占
め
る
。

　

次
に
「
何
に
お
金
を
使
い
た

い
と
考
え
て
い
る
の
か
？
」。
Ｏ

Ｌ
の
現
在
の
平
均
貯
蓄
金
額
は

２
６
６
万
４
０
０
０
円
。貯
蓄
の
目

的
は
？
、１
位
の「
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー

資
金
」が
全
体
の
46
・
９
％
と
約
半

数
を
占
め
て
い
た
。Ｏ
Ｌ
は
日
々
の

贅
沢
よ
り
も
特
別
な
楽
し
み
の
た

め
に
お
金
を
使
い
た
い
の
だ
。２
位

昨
年
11
月
末
か
ら
の
約
２
ヶ
月
間
、

「
ｅ
空
間
実
証
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
一
環
と
し
て
、
専
用
携
帯
端

末
を
使
っ
た
観
光
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス「
ぷ
ら
っ
と
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
＠
ま
つ

や
ま
」の
実
証
実
験
を
道
後
エ
リ
ア

で
行
っ
た
。

　

実
験
は
道
後
温
泉
に
訪
れ
た携帯端末で観光案内

朗読する碓井さん（左）と柳原さん

〈レポート／池田千比呂・

　近藤可奈子・大家祟裕〉

に
演
奏
。ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
に

と
今
治
か
ら
来
ら
れ
た
片
上
智
香

子
さ
ん（
85
歳
）は「
選
曲
が
朗
読
と

も
合
っ
て
お
り
、わ
か
り
や
す
か
っ

た
」。

１
月
10
日
の
「
秋
山
好
古
バ
ー
ス

デ
ー
ラ
イ
ブ
」は
、
ボ
ー
カ
リ
ス
ト

山
根
麻
以
さ
ん
が
、
好
古
の
少
年

時
代
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
写
真
や

好
古
が
観
た
当
時
の
世
界
各
国
の

写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し

な
が
ら
、美
し
く
も
力
強
い
魂
の
こ

も
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
を
熱

唱
し
て
い
く
と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト

形
式
で
、好
古
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
。

　

か
つ
て
好
古
が
校
長
を
務
め
た

松
山
北
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
も
山
根

さ
ん
と
共
演
。山
根
さ
ん
の
新
曲

「
千
年
の
森
」な
ど
を
披
露
し
た
。同

コ
ー
ラ
ス
部
の
楠
本
空
海
さ
ん（
16

歳
）
は
「
ほ
っ
ぺ
た
が
痛
く
な
る
く

ら
い
熱
唱
し
て
し
ま
い
、心
の
底
か

ら
歌
う
こ
と
を
楽
し
め
ま
し
た
」。

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の
松
原
正

毅
さ
ん
は
、「
誕
生
日
ラ
イ
ブ
は
主

人
公
た
ち
の
故
郷
な
ら
で
は
の
企

画
。恒
例
化
も
検
討
し
た
い
」
と
笑

み
を
浮
か
べ
た
。

（
池
田
千
比
呂
・
平
田
乃
莉
子
）

大将（左）が奏でるウクレレで会話も弾む

ｆｉｔ命（梶田竜平/学生/２１歳）・み

んなのヒーローになる（金子昌史

/学生/18歳）

武道館ＬＩＶＥ（赤堀翔太/学

生/18歳）・我道独走（西山

寛人/学/18歳）

宝くじ当選（江口千栄美/観
光業/５６歳）

100人切り（小原健太郎/高校生
/18歳）・ＢＩＧになる！（渡部圭介
/高校生/１８歳）

もてる男（門田達也/学生/２２歳）

四国インカレ優勝（森棟洋介/大
学生/２１歳）・太りたい（梶家錬
/学生/２１歳）

松山で店出す（赤瀬恵梨/大学生

/２１歳）

女優（ビューワ・ニック・アシュリ

ー /小学生/９歳）・ピース（谷本

七海/小学生/１０歳）・リッチ（廣

田龍/小学生/９歳）

ない
33％

全体 既婚者 未婚者

ある
67％

ない
18％

ある
82％

ない
40％

ある
60％

現在節約しているものがありますか？

実
用
化
さ
れ
、道
後
の
活
性
化
に
一

役
か
う
日
が
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
近
藤
可
奈
子
）

松山北高校コーラス部と熱唱する山根さん
（左から3人目）

ハングル上達（秀野晶穂/学
生/１７歳）・希望（秀野美穂
子/主婦/４３歳）

四国を世界一の島に（古谷

侑亮/大学生/２１歳）

もう１度海外へ行きたいで

す（上松美千子/主婦/７１

歳）


